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会員増強運動実施中

　 主な内容 　
・日本商工会議所通常会員総会開催

おおだ秋の彼岸市開催
・会員訪問記　イキ活きと商い中！

　㈱石見観光　大田営業所

　今月号は「金山姫銀山勧請（かなやまひめ ぎんざんかんじょう）」です。
　この神楽は、土江子ども神楽団が石見銀山の世界遺産登録を記念して創作したオリジナルの演目です。
　石見銀山の争いを憂えた大内氏は、大蔵大輔（おおくらたいふ）に安寧と繁栄を命じます。大蔵
大輔は夢のお告げに従い、金山師と共に鉱山神・金山姫命と金山彦命を勧請する旅に出発。途中、
大蠎（おおやまかがち）蛇に毒を盛られ黄金の国をさまようも、物部神社の神に救われ「十種の神
宝」を授かります。鬼神との戦いでは神宝の力で妖術を破り、比礼振山の佐毘売山神社で幣帛を授
かり、石見銀山へ帰還する物語です。
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９
月
17
日
に
開
催
さ
れ
た
日
本
商
工
会
議

所
第
143
回
通
常
会
員
総
会
に
あ
わ
せ
上
京
し
、

前
日
の
16
日
、
島
根
県
・
鳥
取
県
選
出
国
会

議
員
へ
の
表
敬
訪
問
に
あ
わ
せ
て
、
石
見
４

市
商
工
会
議
所
会
頭
会
議
と
し
て
は
初
め
て

の
企
画
と
な
る
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
企
画
は
、
島
根
県
は
も
と
よ
り
石
見
地

域
経
済
の
発
展
及
び
地
域
活
性
化
に
向
け
て
、

石
見
４
市
商
工
会
議
所
が
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
の
発
信
と
良
好
な
関
係

を
築
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　

表
敬
訪
問
で
は
、
各
商
工
会
議
所
会
頭
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
地
域
の
現
状
、
課
題
を
伝
え
る

　

９
月
17
日
、
日
本
商
工
会
議
所
（
小
林
健

会
頭
）は
、標
記
会
員
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
小
林
会
頭
か
ら
『
未
来
へ
の
「
投

資
」
と
持
続
的
な
「
賃
上
げ
」
を
生
み
出
す

力
強
い
経
済
へ
の
移
行
を
確
か
な
も
の
と
す

る
た
め
、
政
府
・
中
小
企
業
・
地
域
が
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。』

と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
、
２
０
２
５
年
度
の
事
業
報
告

と
収
支
決
算
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
下
は
事
業
報
告
の
抜
粋
で
す
。

中
小
企
業
の
人
手
不
足
へ
の
対
応
と
「
稼

ぐ
力
」
の
強
化

１
．
持
続
的
な
賃
上
げ
の
原
資
確
保
に
向
け

た
支
援

２
．
デ
ジ
タ
ル
化
・
Ｄ
Ｘ
支
援

３
．
産
業
人
材
の
育
成
・
リ
ス
キ
リ
ン
グ
の

推
進

４
．
多
様
な
人
材
の
活
躍
推
進
・
多
様
で
柔

軟
な
働
き
方
の
実
現

５
．
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
自
己
変

革
へ
の
挑
戦
と
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
整
備
の
推

進
６
．
中
小
企
業
の
挑
戦
を
促
す
海
外
展
開
支

援
７
．
経
済
の
成
長
と
環
境
の
両
立
を
実
現
す

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
政
策
の
確
立

人
と
企
業
が
輝
く
地
域
の
創
造

１
．
地
域
に
人
と
投
資
を
呼
び
込
む
地
域
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
観
光
地
域
づ
く
り
の
推

進
２
．
国
土
強
靭
化
・
社
会
基
盤
整
備
の
推
進

３
．
民
間
起
点
に
よ
る
公
民
共
創
ま
ち
づ
く

り
、
都
市
再
生
に
向
け
た
取
組
み
の
推
進

４
．
令
和
６
年
度
能
登
半
島
地
震
、
奥
能
登

豪
雨
へ
の
復
興
支
援

５
．
東
日
本
大
震
災
か
ら
の「
復
興
・
創
生
」

の
推
進
と
福
島
再
生
へ
の
支
援

６
．
大
阪
・
関
西
万
博
を
は
じ
め
と
す
る
国

際
的
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
経
済
効
果

の
地
域
へ
の
波
及

商
工
会
議
所
機
能
の
強
化

１
．
対
話
を
重
視
し
た
「
現
場
主
義
」「
双

方
向
主
義
」
の
継
続
・
発
展

２
．
変
化
に
対
応
で
き
る
商
工
会
議
所
職
員

の
人
材
育
成
・
確
保

３
．
組
織
・
財
政
基
盤
の
強
化

４
．
各
地
商
工
会
議
所
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル

化
の
推
進

５
．
商
工
会
議
所
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
強
化

日
本
商
工
会
議
所
通
常
会
員
総
会

デ
フ
レ
時
代
か
ら
脱
却
し
、

　
「
成
長
型
経
済
」の
実
現
に
向
け
た
正
念
場

日
本
商
工
会
議
所
通
常
会
員
総
会

デ
フ
レ
時
代
か
ら
脱
却
し
、

　
「
成
長
型
経
済
」の
実
現
に
向
け
た
正
念
場

と
と
も
に
、
石
見
地
域
の
発
展
に
ご
尽
力
い

た
だ
き
た
い
旨
の
発
言
に
対
し
、
各
議
員
か

ら
は
課
題
解
決
に
向
け
て
し
っ
か
り
と
取
り

組
ん
で
い
く
旨
の

言
葉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

意
見
交
換
会
に

は
、
青
木
一
彦
参

議
院
議
員
を
は
じ

め
、
出
川
桃
子
参

議
院
議
員
、
高
見

康
裕
衆
議
院
議
員
、

舞
立
昇
治
参
議
院

議
員
、
藤
井
一
博
参
議
院
議
員
ご
出
席
の
も

と
（
高
階
恵
美
子
衆
議
院
議
員
は
表
敬
訪
問

の
み
）、
各
商
工
会
議
所
副
会
頭
も
加
わ
っ

た
総
勢
22
名
で
、
お
酒
を
酌
み
交
わ
し
な
が

ら
そ
れ
ぞ
れ
親
し
く
会
話
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
後
も
こ
の
活
動
を
継
続
し
、
具

体
的
な
要
望
活
動
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

島
根
県
・
鳥
取
県
選
出
国
会
議
員
表
敬
訪
問
及
び
意
見
交
換
会
を
開
催

〜
石
見
４
市
商
工
会
議
所
会
頭
会
議
と
し
て
初
め
て
の
企
画
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
石
見
４
市
商
工
会
議
所
会
頭
会
議
・
・
・

石
見
地
域
の
共
通
課
題
を
共
有
し
、
地
域
経
済
の
発

展
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、
年
に
２
回
の
頻
度

で
石
見
４
市
の
会
頭
が
顔
を
合
わ
せ
て
意
見
交
換
す

る
会
議
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おおだ秋の彼岸市
  ― 9 月 22・23日 ―

大変良い天気で、多くの人出で賑わいました。

▼

植
木
・
苗
木
市

青年部コーナー ▼

射的　

▼

銀☆GIN
　よさこい秋市

▼

ふるさと市　
　女性会コーナー

　

9
月
19
日
、「
江
津
市
総
合
市
民
セ
ン
タ
ー
」

に
お
い
て
標
記
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
山
陰
自
動
車
道
（
安
来

－

益
田
）
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
（
会
長 

山
本

浩
章
益
田
市
長
）
が
主
催
し
、
県
内
各
市
を
会

場
に
、
年
１
回
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

県
内
の
山
陰
道
に
お
い
て
は
、
前
年
度
末
に

は
共
用
率
が
85
％
と
な
り
、
工
事
が
遅
れ
て
い

た
鎌
手
Ｉ
Ｃ
も
8
月
に
は
完
成
し
、
県
内
の
全

線
開
通
が
大
き
く
近
づ
い
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
県
西
部
に
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
が

残
る
こ
と
で
、
県
西
部
と
東
部
・
山
陽
・
九
州

方
面
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
や
、
物
流
・
観

光
な
ど
の
ス
ト
ッ
ク
効
果
が
十
分
に
発
現
し
き

れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　

当
日
は
、
県
内
各
自
治
体
・
団
体
か
ら
約
430

人
が
集
ま
り
、
山
陰
道
の
未
事
業
化
区
間
の
早

期
事
業
化
と
事
業
化
区
間
の
着
実
な
事
業
推
進

を
訴
え
ま
し
た
。

　

大
会
の
最
後
に
は
、
飯
塚
俊
之
出
雲
市
長
が

大
会
決
議
案
を
読
み
上
げ
、
参
加
者
の
賛
同
を

も
っ
て
国
へ
提
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
山
陰
道
の
早
期
整
備
を
強
力
に
進
め

て
い
く
た
め
、
参
加
者
全
員
で
「
ガ
ン
バ
ロ
ウ

三
唱
」
を
行
い
、
大
会
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

山
陰
自
動
車
道
建
設
促
進

島
根
県
民
総
決
起
大
会
を
開
催

（3） なつかしの国 石見



　

今
回
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
で
薬
歴
作
成
を
効
率

化
し
た
医
療
Ｉ
Ｔ
業
の
事
例
で
す
。
薬
歴
は
、

薬
の
使
い
方
な
ど
患
者
に
説
明
し
た
内
容
や

体
調
、
薬
剤
師
の
判
断
な
ど
を
残
す
重
要
な

記
録
で
す
。
調
剤
報
酬
の
請
求
に
も
関
わ
る

た
め
、
省
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

茨
城
県
つ
く
ば
市
に
あ
る
株
式
会
社
ロ
ジ

ロ
ジ
は
、
薬
剤
師
が
患
者
と
の
対
話
に
集
中

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
代

表
の
山
口
洋
介
氏
は
以
前
、
薬
剤
師
と
し
て

薬
局
の
現
場
に
立
ち
、
服
薬
指
導
後
も
薬
歴

の
作
成
に
追
わ
れ
る
日
々
を
経
験
し
ま
し
た
。 　

薬
剤
師
は
月
に
約
24
時
間
、
勤
務
３
日
分

に
相
当
す
る
時
間
を
薬
歴
作
成
に
費
や
し
て

い
る
と
い
い
ま
す
。
山
口
氏
も
負
担
を
感
じ

て
い
ま
し
た
が
、
長
年
続
く
業
務
だ
け
に
、

仕
方
の
な
い
仕
事
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
ま

し
た
。

　

転
機
は
生
成
Ａ
Ｉ
の
登
場
で
し
た
。
処
方

情
報
と
患
者
と
の
会
話
を
組
み
合
わ
せ
れ
ば
、

薬
歴
の
下
書
き
を
つ
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

新
し
い
技
術
に
触
れ
た
こ
と
で
、
当
た
り
前

だ
っ
た
業
務
が
「
解
決
で
き
る
課
題
」
に
変

わ
っ
た
の
で
す
。

　

同
社
が
開
発
す
る
薬
歴
入
力
支
援
シ
ス
テ

ム
で
は
、
処
方
内
容
や
前
回
の
薬
歴
を
基
に
、

今
回
確
認
す
べ
き
事
項
を
あ
ら
か
じ
め
表
示

し
ま
す
。
患
者
と
の
対
話
を
録
音
し
、
服
薬

指
導
後
に
は
、
会
話
を
整
理
し
た
薬
歴
の
下

書
き
を
Ａ
Ｉ
が
作
成
し
ま
す
。
薬
剤
師
は
メ

モ
を
取
り
な
が
ら
話
し
た
り
、
記
録
を
一
か

ら
考
え
た
り
す
る
負
担
が
減
り
、
患
者
に
意

識
を
向
け
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
薬
局
で
使
わ
れ
る
電
子
薬
歴
の

シ
ス
テ
ム
は
メ
ー
カ
ー
ご
と
に
仕
様
が
異
な

り
、
新
し
い
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
は
容
易
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
て
を
入
れ
替
え
れ
ば
費

用
が
か
か
り
、
操
作
を
覚
え
直
す
負
担
も
生

じ
ま
す
。
そ
こ
で
同
社
は
、
既
存
シ
ス
テ
ム

を
残
し
た
ま
ま
、
作
成
し
た
薬
歴
を
画
面
上

の
所
定
の
欄
へ
自
動
で
転
記
す
る
仕
組
み
を

開
発
し
ま
し
た
。

　

薬
剤
師
経
験
を
持
つ
山
口
氏
は
、
実
際
の

業
務
の
流
れ
を
起
点
に
開
発
を
進
め
ま
し
た
。

　

こ
の
事
例
が
表
す
の
は
、
Ｄ
Ｘ
で
は
新
し

い
技
術
だ
け
で
な
く
、
既
存
の
設
備
や
現
場

の
習
慣
を
尊
重
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
い
う

点
で
す
。
全
て
を
一
度
に
変
え
る
の
で
は
な

く
、
負
担
の
大
き
い
部
分
か
ら
改
善
し
て
い

く
。
働
く
人
が
自
然
に
使
え
る
形
に
す
る
こ

と
が
、
中
小
企
業
の
Ｄ
Ｘ
を
定
着
さ
せ
る
鍵

に
な
り
ま
す
。（
抜
粋
）

「
薬
剤
師
の『
マ
ウ
ス
文
化
』に
寄
り
添
う
、現
場
発
の
薬
歴
Ｄ
Ｘ
」

大
川
　
真
史

Ｐ
ｗ
Ｃ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
合
同
会
社　

Ｐ
ｗ
Ｃ  

Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｌ
ｌ
ｉ
ｇ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ　

シ
ニ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

　
「
売
り
上
げ
は
増
え
て
い
る
の
に
、
な
ぜ

か
利
益
が
残
ら
な
い
」

　

こ
れ
は
中
小
企
業
支
援
の
現
場
で
、
非
常

に
よ
く
耳
に
す
る
悩
み
で
す
。
決
算
書
を
見

る
と
、
売
上
高
は
前
年
よ
り
伸
び
て
い
る
。

し
か
し
、
利
益
は
ほ
と
ん
ど
出
て
い
な
い
、

あ
る
い
は
赤
字
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た

企
業
で
は
、
実
は
”
逆
ザ
ヤ
“
の
受
注
が
常

態
化
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。

　

逆
ザ
ヤ
と
は
、
簡
単
に
言
え
ば
「
売
れ
ば

売
る
ほ
ど
利
益
が
減
る
状
態
」
で
す
。
本
来
、

仕
事
は
利
益
を
生
み
出
す
た
め
に
受
注
す
る

も
の
で
す
が
、
原
価
よ
り
安
い
価
格
で
受
注

し
て
し
ま
え
ば
、
忙
し
く
な
っ
て
も
会
社
に

は
お
金
が
残
り
ま
せ
ん
。

　

で
は
、
な
ぜ
逆
ザ
ヤ
が
起
き
る
の
で
し
ょ

う
か
。
材
料
費
や
人
件
費
、
外
注
費
、
輸
送

費
な
ど
を
正
確
に
把
握
で
き
て
い
な
い
た
め
、

「
利
益
が
出
て
い
る
つ
も
り
」
で
受
注
し
て

し
ま
う
の
で
す
。
特
に
昨
今
は
、
原
材
料
高

や
人
件
費
上
昇
が
急
激
に
進
ん
で
お
り
、
昔

の
感
覚
の
ま
ま
価
格
を
決
め
て
い
る
と
、
気

付
か
な
い
う
ち
に
赤
字
案
件
に
な
っ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
私
は
、
そ
れ
以
上
に
大
き
な
問
題

は
、「
営
業
成
績
の
評
価
が
売
り
上
げ
中
心

に
な
っ
て
い
る
こ
と
」
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

多
く
の
企
業
で
は
、
営
業
担
当
者
は
「
い
く

ら
売
っ
た
か
」
で
評
価
さ
れ
ま
す
。
す
る

と
営
業
現
場
で
は
、「
利
益
率
が
低
く
て
も
、

と
に
か
く
受
注
を
増
や
そ
う
」
と
い
う
行
動

に
な
り
が
ち
で
す
。

　

つ
ま
り
、
逆
ザ
ヤ
は
営
業
担
当
者
個
人
の

問
題
で
は
な
く
、
会
社
の
仕
組
み
の
問
題
な

の
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
収
益
改
善
の
第
一

歩
は
、「
逆
ザ
ヤ
受
注
を
や
め
る
こ
と
」
で

す
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
は
評
価
制
度
を

変
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
売
り
上
げ
だ

け
で
は
な
く
、「
粗
利
額
」
や
「
利
益
率
」

も
含
め
て
評
価
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
、「
安

売
り
を
し
な
い
営
業
」
を
正
当
に
評
価
す
る

な
ど
の
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

　

経
営
に
お
い
て
本
当
に
大
切
な
の

は
、
”
ど
れ
だ
け
売
っ
た
か
“
で
は
な

く
、
”
ど
れ
だ
け
利
益
を
残
し
た
か
“
だ
か

ら
で
す
。
忙
し
い
の
に
も
う
か
ら
な
い
会
社

ほ
ど
、ま
ず
見
直
す
べ
き
は
”売
り
上
げ
“で

は
な
く
、
評
価
制
度
で
あ
り
、
”
利
益
の
出

な
い
仕
事
を
続
け
て
い
な
い
か
ど
う
か
“
の

再
確
認
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。（
抜
粋
）

「『
売
り
上
げ
至
上
主
義
』が
会
社
を
苦
し
め
る
―
―
逆
ザ
ヤ
を
生
む
営
業
評
価
制
度
」

秋
島
　
一
雄

中
小
企
業
診
断
士

なつかしの国 石見 （4）



ま
ず
は
お
気

軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

ツ
ア
ー
情

報
や
申
込
は

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
登
録
で
も

受
け
付
け
て

い
ま
す
。

　

今
後
と
も

石
見
観
光
を

よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し

ま
す
。

【
社
員
募
集
】

　

私
た
ち
と
一
緒
に
働
い
て
く
れ
る
社
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
ツ
ア
ー
コ
ン
ダ
ク
タ
ー

と
し
て
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

２
弾
は
台
湾
（
台
北
）
４
日
間
の
旅
の
ご
案

内
を
し
て
い
ま
す
。
締
め
切
り
は
11
月
2
日

㈪
ま
で
で
す
。
こ
ち
ら
は
私
が
添
乗
員
で
す
。

台
湾
最
大
の
”
士
林
（
シ
ー
リ
ン
）
夜
市
」

の
賑
わ
い
を
、
ぜ
ひ
ご
体
感
い
た
だ
き
た
い

で
す
。

社
員
旅
行
を
企
画
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

働
き
方
の
変
化
や
コ
ロ
ナ
禍
が
あ
り
、
社

員
旅
行
を
さ
れ
る
会
社
が
少
な
く
な
り
ま
し

た
。
相
互
理
解
を
育
み
、
結
束
を
生
む
こ
と

が
出
来
る
「
旅
行
」
は
、
福
利
厚
生
の
面
だ

け
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
超
え
て
人

同
士
が
交
流
で
き
る
、
何
も
の
に
も
代
え
が

た
い
価
値
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
行
か
れ
た

方
は
、「
行
っ
て
良
か
っ
た
、
楽
し
か
っ
た
」

と
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
言
わ
れ
ま
す
。

　

最
近
の
ス
タ
イ
ル
は
、
宿
泊
を
相
部
屋
で

は
な
く
個
室
に
、
自
由
時
間
を
多
め
に
と
る

な
ど
で
企
画
さ
れ
ま
す
。
日
帰
り
旅
行
も
行

先
は
沢
山
あ
り
ま
す
の
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

Ｐ
Ｒ
を
ど
う
ぞ
！

　

旅
行
の
目
的
は
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
窓

口
で
も
電
話
で
も
、
会
話
を
し
な
が
ら
ニ
ー

ズ
を
聞
き
取
り
、
ベ
ス
ト
な
提
案
と
準
備
を

整
え
る
こ
と
が
、
当
社
の
良
さ
だ
と
思
い
ま

す
。

　

夢
の
世
界
へ
の
扉
は
当
社
に
あ
り
ま
す
。

社
員
旅
行
、
自
治
会
旅
行
、
サ
ー
ク
ル
仲
間

の
旅
行
な
ど
多
人
数
の
旅
行
の
み
な
ら
ず
、

ひ
と
り
旅
の
ご
提
案
な
ど
も
で
き
ま
す
の
で
、

当
社
は
第
１
種
旅
行
業
者
で
す

　

昭
和
31
年
に
国
内
旅
行
を
取
扱
う
第
２
種

旅
行
業
者
と
し
て
設
立
し
70
年
余
り
、
地
域

の
旅
行
を
お
手
伝
い
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

本
年
５
月
、
海
外
旅
行
の
募
集
が
出
来
る
、

第
１
種
旅
行
業
者
の
登
録
取
得
を
し
ま
し
た
。

　

団
体
旅
行
の
各
種
手
配
、
特
選
ツ
ア
ー

（
日
本
語
・
英
語
）、
旅
行
の
さ
ま
ざ
ま
な

ニ
ー
ズ
に
応
え
、
思
い
出
に
残
る
よ
う
な
旅

の
体
験
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
国
内
は
も
と

よ
り
、
こ
れ
か
ら
は
海
外
旅
行
も
多
く
ご
案

内
し
て
ま
い
り
ま
す
。

旅
で
こ
そ
味
わ
え
る
楽
し
さ
を
伝
え
た
い

　

地
元
高
校
卒
業
後
、
観
光
専
門
学
校
で
ツ

ア
ー
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
と
な
る
べ
く
学
び
ま
し

た
。
卒
業
後
は
旅
行
会
社
や
そ
の
他
で
経
験

を
積
み
、
縁
あ
っ
て
令
和
2
年
よ
り
当
社
に

入
社
し
ま
し
た
。
現
在
私
を
含
め
４
人
で
営

業
し
て
い
ま
す
。

　

当
社
は
、
浜
田
市
、
益
田
市
に
も
拠
点
が

あ
り
、
地
域
に
根
ざ
し
て
き
た
会
社
で
す
。

海
外
旅
行
の
募
集
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

「
美
し
い
季
節
を
、
旅
し
よ
う　

秋
旅
・
冬

旅　

特
選
ツ
ア
ー
」
と
銘
打
っ
た
ツ
ア
ー
を

多
数
募
集
し
て
い
ま
す
。
第
１
弾
は
チ
ェ
ジ

ュ
航
空
で
行
く
韓
国
ソ
ウ
ル
３
日
間
で
し
た

が
、
こ
れ
は
締
め
切
り
と
な
り
ま
し
た
。
第

㈱石見観光
　　大田営業所

　

大
田
町
の
㈱
石
見
観
光 

大
田
営
業
所
（
山
下
英
治
常

務
取
締
役
所
長
）
は
、
大
田

市
駅
前
に
あ
る
国
内
・
海
外

旅
行
を
扱
う
会
社
で
す
。

イ

活
キ

き

と

商
い
中
！

会　員
訪問記

Vol.139

住
　
所
：
大
田
町
大
田
イ
701

－

3

電
話
番
号
：
82

－

０
６
６
３

営
業
時
間
：
月
～
金
曜
日

　
　
　
　
　
　

8
：
50
～
17
：
30

　
　
　
　
　

土
曜
日

　
　
　
　
　
　

8
：
50
～
12
：
10

定
休
日
：
日
曜
・
祝
日 LINE

インスタグラム
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 「国の教育ローン」は、入学時や在学中に必要となる入学金や授業料等の資金を年間を通じて取り扱っ
ています。入学資金の申し込みは、合格が決まる前からでも手続きできます。進学志望校が決まりまし
たら早めにご相談下さい。

【ご融資の概要】

ご利用いた
だ け る 方

　高校、短大、大学、専修学校、海外の高校、大学などに入学・在学される方の保護者で、
次の１または２に該当する方

1. ご融資の対象となる学校に入学または在学される方の保護者（主に生計を維持さ
れている方）で、世帯年収（所得）が次に該当する方

お子さまの人数 1 人 2 人 3 人 4 人

世帯年収
（所得）

790万円以内
（600万円以内）

890万円以内
（690万円以内）

990万円以内
（790万円以内）

1,090万円以内
（890万円以内）

※５人以上の場合は、
HPをご覧いただくか、
コールセンターにお問
い合わせください

上記金額を超えていても、下記の要件にひとつ
でも該当すれば、990万円以内（790万円以内）
まで緩和されます

2. 要　件
⑴ 勤続（営業）年数が 3 年未満
⑵ 居住年数が１年未満
⑶ 世帯のいずれかの方が自宅外通学（予定）者
⑷ 借入申込人またはその配偶者が単身赴任
⑸ 今回のご融資が海外留学資金
⑹ 返済負担率※が 30％超

※借入申込人の〔今後１年間の借入金返済額÷年収（所得）〕
⑺ ご親族などに要介護（要支援）認定を受けている方がおり、その介護に関する費用を負担
⑻ 大規模な災害により被災された方

融　資　額 学生・生徒 1 人につき 350 万円以内　　※融資限度内で重複してご利用が可能です。
　（注）一定の要件に該当する場合は上限450万円（詳しくはホームページをご覧ください）

使 い み ち
融資の対象となる学校に入学・在学するために必要となる次の資金
　入学金、授業料、教科書代、アパート・マンションの敷金・家賃など
　※今後一年間に必要となる費用が融資の対象となります。

返 済 期 間 20 年以内 ※在学期間内は利息のみのご返済とすることができます。（返済期間に含まれます。）

利　　　率 年 4.05％
（令和8年7月1日現在）

※交通遺児家庭、母子・父子家庭、世帯年収200万円（所得132万円）以内の方または扶養するお子様の
　人数が３人以上でかつ世帯年収500万円（所得356万円）以内の方は通常金利▲0.4％

保　　　証 （公財）教育資金融資保証基金　　（連帯保証人による保証も可能です。）
返 済 方 法 毎月元利均等返済　　※ボーナス月増額返済（融資額の 2 分の１以内）もできます。

詳しくは、「国の教育ローン」で検索していただくか、
教育ローンコールセンター　０５７０−００８６５６（ナビダイヤル）
または０３ー５３２１ー８６５６までお問い合わせください。

詳細は
コチラから→

なつかしの国 石見 （6）



上下、左右それぞれ漢字２字の
言葉ができるように、リストか
ら漢字を当てはめてください。
最後に、リストに残った漢字を
組み合わせてできる３字熟語
を答えてください。

退
職
の
ご
あ
い
さ
つ

　

こ
の
度
、
九
月
末
日
を
も
ち
ま
し
て

大
田
商
工
会
議
所
を
退
職
い
た
し
ま
し

た
。

　

在
職
中
は
皆
様
方
に
は
公
私
と
も
に

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に

謹
ん
で
厚
く
お
礼
と
感
謝
の
意
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
会
議
所
で
得
た
経
験
を
活
か

し
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
様
方
の
ご
健
勝
と
今
後
益
々
ご
活
躍

を
さ
れ
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
い
た
し
ま

し
て
、
お
礼
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

秦　

真
喜
子　

労働保険の加入手続きは
お済みですか！
一人でも労働者を雇用していれば、
労働保険に加入する必要があります。

★労働保険に関する事務手続等は、労働保険事務組合や社会
保険労務士に委託することもできます。

労働保険とは労災保険と雇用保険を総称したもので、
政府が管掌する強制保険制度です。

お問い
合わせ先

島根労働局　労働保険徴収室
TEL０８５２－２０－７０１０

雇用保険…
　従業員の方が失業した場合に、失業手当を給付した
り再就職を促進する事業を行うための保険制度です。
　また、事業主の方へは、失業の予防、雇用機会の増
大、雇用の安定等に係る各種助成金制度が設けられて
います。

労災保険…
　従業員の方が業務中や通勤途上に事故にあった場合
に、必要な保険給付を行い、被災された方や遺族の方
の生活を保護し、あわせて社会復帰を促進する事業を
行うための保険制度です。

令和８年度　大田商工会議所事務局組織図
令和８年10月１日より

総務課 経営支援課
（中小企業相談所）

専務理事 尾田　英夫

事務局長 沖　　和真

課長　　藤原　明美

〈総務係〉
係長　　福島　　卓
主任　　岡田由紀子
主事　　江藤　真美

課長（所長）�月森　直紀
課長補佐� 梶谷　晃弘
課長補佐� 鎌田　晴美

〈経営支援係〉
　　係長� 𠮷田　慎矢
　　主事� 佐藤　亮大
　　主事� 中原　章寛
臨時職員� 中原　玉恵
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▼
４
月
に
部
署
移
動
が
あ
り
、

あ
っ
と
い
う
間
に
半
年
が
経

ち
ま
し
た
。
最
初
は
新
し
い

仕
事
を
覚
え
る
こ
と
が
大
変

で
、「
あ
と
５
年
若
け
れ
ば
」

と
思
う
日
々
で
し
た
が
、
段
々
と
分
か
る
こ

と
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

今
月
は
さ
ら
に
人
事
異
動
が
あ
り
、
仕
事

内
容
も
増
え
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
覚
え
る
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
少
し
ず
つ
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
け
る
よ
う
に
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

（
Ｏ
）

▼
２
０
１
８
年
に
広
報
担
当
に
な
っ
て
以
来
、

こ
の
後
記
が
102
回
目
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
退
職
の
た
め
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
を
し
ま
す
。

記
事
を
書
く
経
験
が
な
く
、
つ
た
な
い
文
章

を
先
輩
に
直
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
何
と
か

校
了
出
来
た
日
々
で
し
た
。

　

様
々
な
記
事
を
担
当
し
、
多
く
の
方
に
お

話
を
聞
く
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
所
報
の
情

報
発
信
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。�

（
Ｈ
）

▼
今
月
号
に
折
込
み
し
て
い
る
「
み
ん
チ
ャ

レ
」
の
ア
プ
リ
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

当
初
、
万
歩
計
の
代
わ
り
に
と
思
い
、
気

軽
に
５
人
の
チ
ー
ム
を
組
ん
で
取
り
組
ん
で

い
る
の
で
す
が
、
私
は
思
い
の
ほ
か
歩
い
て

い
な
い
こ
と
が
目
に
見
え
て
分
か
り
、
少
し
、

焦
っ
て
い
ま
す
。

　

彼
岸
市
の
日
は
、
さ
す
が
に
１
万
歩
を
超

え
ま
し
た
が
、
ア
プ
リ
に
囚
わ
れ
す
ぎ
ず
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
Ｆ
）

後
　　 記

二
字
熟
語

交
差
パ
ズ
ル
答
え

答え：運動会

会議所ニュース企業広告募集
1/4ページ 5,000円

詳しくは、当所会議所ニュース編集委員
まで、お問合せ下さい。

島根県最低賃金改正のお知らせ
　島根県内の事業場で雇用されるす
べての労働者に適用される島根県最
低賃金が次の通り改正されます。

　詳細につきましては、島根労働局労
働基準部賃金室（TEL 0852－31－1158）
又は最寄りの労働基準監督署までお問
い合わせ下さい。

時間給 　1,092円
（令和８年10月10日改正）

発 明 相 談
日時　10月20日㈫

　午後１時
場所　大田商工会議所

　※要予約

検定試験案内
〈簿 記〉

　試 験 日…11月15日㈰
　申込み締切…10月19日㈪

大田市
商工優良従業員表彰
推薦受付中！

日　時　11月24日㈫ 10時
会　場　大田商工会議所
負担金　8,000 円／ 1 名
   　 （記念品含む）

お申し込みはお早めに
お願いします。

秋 う ら ら

秋 う ら ら

秋 う ら ら

秋 う ら ら

日時 11月23日（月：祝）
　　　　10：00～15：00

場所 大田商工会議所

内容 屋外：飲食等 27店
屋内：雑貨、菓子、

ワークショップ等 24店

イベント 吹奏楽・ものまね・
よさこい・大あなご音頭・
琴演奏他

問合せ先 大田商工会議所女性会
82-0765

大田のあの店この店大集合！

　「大田の大あなご」を堪能できるフェスティバルを開催
します。市内店舗が出店する大あなごグルメコーナーや
イベントが盛りだくさん！ぜひお越し下さい！！

主催：大田商工会議所・大田市
問い合わせ　82-0765（当所ホームページで詳細や情報更新を行います）

大あなごフェス IN ごいせ仁摩

道の駅ごいせ仁摩場所

日時 11月7日 午前10時～午後3時土
10：30 ～　アナゴ解体ショー　
11：20 ～　アナゴつかみ取り大会
12：00 〜　大あなご音頭
12：30 ～　豪華賞品が貰える！大あなごクイズ大会
13：30 ～　土江子ども神楽団
　　　　　　　大蛇／恵比寿（特別バージョン）

※変更になる可能性もありますので、HPで最新情報をご確認下さい。

イベントスケジュール

大あなごグルメコーナー
アナゴのつかみ取り大会
パトカー展示

なつかしの国 石見 （8）


